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【目標２】 

乳幼児期における教育・保育の充実 
 
 
 

     １  乳幼児期における教育・保育を取り巻く状況 

     ２ 就学前教育の充実 

     ３ 保育サービスの充実 

     ４ 認定こども園の充実 

 

 

 乳 幼児 期は 、生涯 に わた る人 格形 成 の基 礎が 培わ れる 極 めて 重要 な時 期で あ り、質 の
高い 教育 ・保 育 が求 めら れて いま す 。  
 多 様化 する ニ ーズ に対 応す ると と もに 、質 の 高い 教育・保育 が確 保さ れる よ う、必要
な支 援を 行い ま す。  

  



93 
 

【１ 乳幼児期における教育・保育を取り巻く状況】 

＜幼稚園・保育サービスの利用状況＞ 

 ○  過 去 約 30 年 間 の教 育・保育 施 設等 の利 用状 況の 推 移を 見る と、幼稚 園 の利 用児
童 数 は 緩 や か に 減 少 が 続 き 、 保 育 施 設 等 の 利 用 児 童 数 は 令 和 ３ 年 度 ま で は 増 加 傾
向が 続い てい ま した が、 その 後は ほ ぼ横 ばい で推 移し て いま す。  

 
図 表 19 幼 稚 園 ・ 保 育 施 設 等 の 利 用 状 況 の 推 移  

 
資 料 ： 東 京 都 総 務 局 「 住 民 基 本 台 帳 に よ る 東 京 都 の 世 帯 と 人 口 」（ 各 年 １ 月 １ 日 現 在 ）、 東 京 都 総 務 局 「 学 校 基 本 調 査 報 告 」、  

東 京 都 福 祉 局  

（ 注 ）幼 稚 園 は 各 年 ５ 月 １ 日 現 在 、認 可 保 育 所 、認 証 保 育 所 、認 定 こ ど も 園 及 び そ の 他 保 育 は 各 年 ４ 月 １ 日 現 在 、就 学 前 児 童 数

は 各 年 １ 月 １ 日 現 在  

   認 定 こ ど も 園 の 利 用 児 童 数 は 、 幼 保 連 携 型 及 び 幼 稚 園 型 を 利 用 す る 保 育 を 必 要 と す る 子 の 合 計  
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 ○  都 にお け る教 育・保育 施設 等 の年 齢 別利 用状 況を 見 ると 、家庭 等の 割合 が １歳 で
34.3％ 、 ２ 歳 で 28.1％ と な っ て い ま す 。 ３ 歳 以 降 は 幼 稚 園 の 利 用 割 合 が ３ 歳 で
30.8%、４ 歳 以上 で 36.5%と な って いま す 。  

 
図 表 20 教 育 ・ 保 育 施 設 等 の 年 齢 別 利 用 状 況 （ 令 和 ６ 年 ）  

 
資 料：東 京 都 総 務 局「 住 民 基 本 台 帳 に よ る 東 京 都 の 世 帯 と 人 口 」（ 令 和 ６ 年 １ 月 １ 日 現 在 ）、東 京 都 総 務 局「 学 校 基 本 調 査 報 告 」、

東 京 都 福 祉 局  
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＜幼稚園の状況＞ 

 ○  東 京都 の 幼稚 園の 状況 につ い て見 ると 、在 園児 数 は、減 少傾 向が 続い て いま す。
全国 の在 園児 数 も、 減少 傾向 が続 い てい ます 。  

 
図 表 21 幼 稚 園 児 数 （ 全 国 ・ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 文 部 科 学 省 「 学 校 基 本 調 査 」、 東 京 都 総 務 局 「 学 校 調 査 基 本 報 告 」  
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 ○  東 京都 の 幼稚 園数 、教 員数 、幼 稚 園 教諭 免許 状の 授 与件 数は いず れも 除 々に 減少
して いま す。  

図 表 22 幼 稚 園 数 （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 総 務 局 「 学 校 基 本 調 査 報 告 」  （ 注 ： 幼 稚 園 数 は 、 休 園 し て い る 園 も 含 む 。）  

図 表 23 幼 稚 園 教 諭 免 許 状 授 与 状 況 （ 東 京 都 教 育 委 員 会 授 与 分 ）  

 
資 料 ： 文 部 科 学 省 「 教 員 免 許 状 授 与 件 数 等 調 査 」  

（ 注 ） 東 京 都 教 育 庁 の 報 告 数  

図 表 24 教 員 数 （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 総 務 局 「 学 校 基 本 調 査 報 告 」  （ 注 ： 本 務 者 の み を 計 上 ）   
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 ○  東 京都 の ３〜 ５歳 児童 の幼 稚 園就 園率 は 34.8％で あ り 、い ずれ の年 齢 にお いて
も全 国の 就園 率 より 高く なっ てい ま す。  

 
図 表 25 年 齢 別 幼 稚 園 就 園 状 況 （ 令 和 ５ 年 ）  

 
資 料 ： 総 務 省 「 人 口 推 計 」、 文 部 科 学 省 「 学 校 基 本 調 査 」、 東 京 都 総 務 局 「 学 校 基 本 調 査 報 告 」、 東 京 都 教 育 庁 「 教 育 人 口 等 推 計

報 告 書 」  

（ 注 ）全 国 は 、令 和 ５ 年 10 月 現 在 の 年 齢 別 人 口（ 総 務 省「 人 口 推 計 」）と 令 和 ５ 年 ５ 月 １ 日 現 在 の 園 児 数（ 文 部 科 学 省「 学 校 基

本 調 査 」） よ り 算 出  
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 ○  預 か り 保 育 と は 、 教 育 課 程 に 係 る 教 育 時 間 の 終 了 後 に 希 望 す る 者 を 対 象 に 行 う
教育 活動 のこ と です 。東 京都 にお い ては 、公 立で 64.2％ 、私 立で 95.8％ の幼 稚園
が預 かり 保育 を 実施 して いま す。  

図 表 26 預 か り 保 育 実 施 状 況  

 
資 料 ： 文 部 科 学 省 調 査 「 幼 児 教 育 実 態 調 査 」  

 

 ○  長 期 休 業 期 間 中 の 預 か り 保 育 の 実 施 状 況 を 見 て み る と 、 令 和 5 年 の 実 施 率 は
85.3％ で あり 、 夏季 、冬 季 及び 春 季休 業 日の い ずれ も 実施 し てい る 割合 は 76.4％
とな って いま す 。  

図 表 27 長 期 休 業 期 間 中 の 預 か り 保 育 実 施 状 況  

 
資 料 ： 文 部 科 学 省 調 査 「 幼 児 教 育 実 態 調 査 」   
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 ○  ま た、保護 者 は子 供の 預け 先 を選 ぶ際 に、「 丁寧 に 子供 を見 てく れる 」、「 通 うの
に便 利な 場所 に ある」、保 育内 容、施 設整 備、就学 前教 育 など の「 教育・保 育 の充
実し てい る」 こ とを 重視 して いま す 。  

 
図 表 28 子 供 の 預 け 先 を 選 ぶ 際 に 重 視 す る こ と 〔 複 数 回 答 〕 − 29 年 度 調 査 と の 比 較  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 ４ 年 度 ）  

（ 注 ） 平 成  29 年 度 調 査 で は ※ １ と し て い た 選 択 肢 に つ い て 、 令 和 ４ 年 度 調 査 で は ※ ２ 、 ※ ３ 及 び ※ ４ の 選 択 肢 に 再 構 築  し て

調 査 を 実 施 し た た め 、 ※ １ の 令 和 ４ 年 度 デ ー タ は 存 在 せ ず 、 ま た 、 ※ ２ 、 ※ ３ 及 び ※ ４ に つ い て は 平 成  29 年 度  の デ ー タ

は 存 在 し な い 。  
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＜保育サービスの状況＞ 

（こ れま での 取 組）  
 ○  保 育を 必 要と して いる にも か かわ らず 、保 育サ ー ビス を 利用 でき ない 児 童を 、待

機児 童と いい ま す。都内 の待 機児 童 数は 、平 成 20 年 度 に増 加 に転 じ、その 後、７
千人 から ８千 人 台で 推移 して きま し た。待 機児 童の 約９ 割 は、０ 〜２ 歳児 が占 め て
いま す。  

 ○  都 は、平 成 27 年３ 月の 第１ 期 計画 の策 定に 際し 、区市 町村 や保 育事 業 者の 負担
を軽 減す る都 独 自の 支援 を行 うと と もに 、多様 な設 置主 体 の参 入を 促す ため 、株式
会社 や NPO 法 人な ど が行 う施 設整 備 に対 する 独自 補助 を 実施 し、保 育 サー ビス の
拡充 を進 めて き まし た。  

 ○  ま た、 平 成 28 年 ９月 に、「待 機 児 童解 消に 向け た 緊急 対策 」を 取り ま とめ 、平
成 28 年 12 月に 策 定 した 「2020 年に 向け た実 行プ ラン 」 にお いて 、平成 28 年 ４
月１ 日か ら平 成 31 年 度末 まで の４ 年 間で 保育 サー ビス 利 用児 童数 を７ 万人 増 やす
こと を目 標と し まし た。  

 ○  さ らに 、平 成 29 年 ９月 には 、「 待機 児童 解消 に向 け た追 加対 策」を取 りま と め 、
平成 30 年 １月 の「「 ３つ のシ ティ 」 の実 現に 向け た政 策 の強 化」 にお いて 、 平成
29 年４ 月１ 日か ら 平 成 31 年 度末 ま での ３年 間で 保育 サ ービ ス利 用児 童数 を ６万
人増 やす こと を 目標 とし 、平 成 26 年 から 平成 31 年 の 5 年間 で 、待 機児 童数 は 、
8,672 人か ら 3,690 人 と、 約 5,000 人 減 少 しま した 。  

 ○  令 和２ 年 ３月 に策 定し た第 二 期計 画（ 令和 ５年 ３ 月中 間 見直 し版 ）に お いて は 、
平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ６ 年 度 末 ま で に 保 育 サ ー ビ ス 利 用 児 童 数 を ３ ． ８ 万
人増 やす こと を 目標 とし 、更 なる 保 育サ ービ スの 拡充 を 進め てき まし た。  

 ○  こ うし た 取組 の結 果、令 和 ４年 に は、待 機児 童 数は、3,690 人 から ９割 以上 減少
し、300 人 とな り、以 降同 水準 で推 移 して いま す。一方 で 、保 育 サー ビス 利用 率 は、
59.1%まで 上 昇し まし た。  
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（保 育サ ービ ス の状 況）  
 ○  都 にお け る令 和６ 年４ 月の 状 況を みる と、 認可 保 育所 の定 員充 足率 は 89.7％、

認証 保育 所の 定 員充 足率 は 84.9％と な っ てい ます 。  
 ○  保 育サ ー ビス の利 用児 童数 は 、令 和６ 年４ 月現 在 で 323,750 人 、 就学 前児 童人

口に 対す る比 率（利 用率 ）は 、59.1％ とな って いま す 。保 育サ ービ スの 利用 率 は、
年々 増加 して い ます 。  

 
図 表 29 認 可 保 育 所 と 認 証 保 育 所 の 利 用 状 況 （ 令 和 ６ 年 ４ 月 ）  

  認可保育所 認証保育所 

定員 320,389 人 13,946 人 

利用児童数 287,492 人 11,847 人 

利用率 89.7％ 84.9％ 

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局  

図 表 30 保 育 サ ー ビ ス 利 用 児 童 数 等 （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局  
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 ○  都 内の 待 機児 童数 は、平成 ２９ 年 の約 8,600 人か ら、大幅 に減 少し 、令 和 ４年 以
降は 300 人 前後 で 推 移し てい ます 。  

 
図 表 31 都 内 の 待 機 児 童 数 （ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局  

 
 ○  保 育サ ー ビス は、保 育の 実施 主体 であ る区 市町 村 によ り、認 可保 育所 、認証 保育

所、認 定こ ども 園 、家 庭的 保育 など 、地域 の実 情に 応じ て 様々 な資 源を 活用 し て提
供し てい ます 。  

 
図 表 32 保 育 サ ー ビ ス 種 別 ご と の 利 用 児 童 数  各 年 ４ 月 １ 日 現 在  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局  
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令和元年度 269,627人 16,218人 6,269人 1,607人 7,652人 752人 160人 1,201人 727人 4,963人 309,176人
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 ○  延 長保 育 や、一時 預か り、障害 児 保育、病児・病 後児 保 育等、多様 な 保育 サ ービ
スを 実施 する 保 育施 設は 増加 傾向 に あり ます 。  

 
図 表 33 多 様 な 保 育 サ ー ビ ス の 実 施 状 況  各 年 度 補 助 事 業 実 績  

 

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局  

  

休日保育実施

（夜間保育を含む） うち２時間以上延長 保育所数

平成28年度 2,342施設 2,140施設 756施設 67施設

29年度 2,558施設 2,323施設 849施設 52施設

30年度 2,811施設 2,669施設 1,064施設 53施設

令和元年度 3,066施設 2,897施設 1,221施設 53施設

2年度 3,325施設 3,065施設 1,347施設 68施設

3年度 3,477施設 3,284施設 1,451施設 70施設

4年度 3,569施設 3,306施設 1,518施設 75施設

5年度 3,611施設 3,421施設 1,647施設 75施設

保育所数
延長保育実施保育所数

保育所数 児童数 実施区市 施設数

平成28年度 1,371,284人 165,757人 1,647施設 4,894人 48か所 134施設

29年度 2,189,740人 190,940人 1,767施設 5,196人 48か所 144施設

30年度 2,441,434人 205,207人 1,963施設 5,573人 48か所 149施設

令和元年度 2,700,714人 185,622人 2,037施設 5,839人 48か所 159施設

令和2年度 2,253,704人 156,561人 2,178施設 6,445人 48か所 161施設

3年度 2,678,738人 131,687人 2,324施設 6,952人 48か所 159施設

4年度 2,965,762人 111,168人 2,504施設 7,342人 48か所 160施設

5年度 3,299,901人 111,496人 2,778施設 9,047人 49か所 170施設

障害児保育 病児・病後児定期利用
保育利用
児童数

一時預かり
利用児童数



104 
 

 ○  こ こ数 年 の新 規の 保育 士登 録 者数 は、６千 人 台か ら８ 千人 台で 推移 し てい ます。 
 

図 表 34 保 育 士 登 録 数  
 新 規 登 録 者 数  登 録 簿 記 載 者 数  

平 成 27 年 度  7,829 人  116,227 人  

28 年 度  8,867 人  125,094 人  

29 年 度  8,442 人  133,536 人  

30 年 度  8,033 人  141,569 人  

令 和 元 年 度  8,195 人  149,764 人  

２ 年 度  6,523 人  156,287 人  

３ 年 度  7,114 人  163,401 人  

４ 年 度  7,515 人  170,916 人  

５ 年 度  6,812 人  177,728 人  

資 料 ： 東 京 都 福 祉 局  

 

 ○  令 和 ４ 年 度 に 実 施 し た 東 京 都 保 育 士 実 態 調 査 結 果 に よ る と 、 現 在 保 育 に 従 事 し
てい る保 育士 の うち 78.7％ の方 が「今 後 も保 育士 とし て 働き 続け たい 。」と 回答 し
てい ます 。  

 

図 表 35 現 任 保 育 士 の 就 業 継 続 に 関 す る 意 識 （ 令 和 ４ 年 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 保 育 士 実 態 調 査 」  
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 ○  19.4％ が 退 職 の 意向 を も っ て いま す が、 退 職 意 向 の理 由 は、「 給 料が 安 い 」、「仕
事量 が多 い」、「 労働 時間 が長 い」な ど、勤 務条 件に 関わ る もの が高 い割 合を 示 して
いま す。  

 

図 表 36 退 職 を 考 え て い る 現 任 保 育 士 の 退 職 意 向 理 由 （ 令 和 ４ 年 ）  

資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 保 育 士 実 態 調 査 」  
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＜認定こども園の状況＞ 

 ○  東 京都 の 認定 こど も園 の認 可 ・認 定件 数は 200 施 設 （ 令和 ６年 ４月 １ 日現 在）
とな って おり 、こ のう ち幼 稚園 型 が 71 施 設 、保育 所型 が 60 施設 とな って いま す 。  

 
図 表 37 認 定 こ ど も 園 の 認 可 ・ 認 定 件 数 の 推 移 （ 各 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）（ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局  

（ 注 ） 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 認 可 施 設 に 制 度 変 更  

 

図 表 38 認 定 こ ど も 園 の 認 定 件 数 （ 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）  

  認 定 件 数  公 立  私 立  幼 保 連 携 型  幼 稚 園 型  保 育 所 型  地 方 裁 量 型  

東 京 都  200 件  30 件  170 件  61 件  71 件  60 件  8 件  

全 国  10,483 件  1,567 件  8,916 件  7,136 件  1,506 件  1,754 件  87 件  

資 料 ： 内 閣 府 「 認 定 こ ど も 園 に 関 す る 状 況 に つ い て （ 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）」  

（ 注 ） 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 認 可 施 設 に 制 度 変 更  

 

 ○  ま た 、定 員（ 令和 ６年 ４月 １ 日現 在）は 、都全 体で 36,723 人 、そ の うち 保 育を
必要 とす る子 の 定員 が 18,232 人 、 それ 以 外の 子の 定員 が 18,491 人 と なっ てい ま
す。  

図 表 39 認 定 こ ど も 園 の 定 員 （ 東 京 都 ）（ 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局   
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【２ 就学前教育の充実】 

＜現状と課題＞ 

 ○  幼 稚 園 教 育 要 領 、 保 育 所 保 育 指 針 及 び 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 教 育 ・ 保 育 要 領
は、平 成 29 年 ３月 に 改訂・改 定 が同 時に 告示 され 、就学 前教 育 1のねら いや 内 容等
の一 層の 整合 性 が確 保さ れま した 。その 中 では 、就 学前 教 育が 小 学校 以降 の生 活 や
学習 の基 盤の 育 成に つな がる こと に 配慮 し、乳幼 児 期に ふさ わし い生 活を 通 して、
創 造 的 な 思 考 や 主 体 的 な 生 活 態 度 な ど の 基 礎 を 培 う よ う に し て く こ と の 必 要 性 が
示さ れて いま す 。  

 ○ また 、五つ の領 域（ 健康 、人間 関係 、環境 、言 葉 、表 現 ）に 示さ れた ねら い 及び 内
容 に 基 づ く 教 育 及 び 保 育 活 動 全 体 を 通 し て 資 質 ・ 能 力 が 育 ま れ て い る ５ 歳 児 後 半
に見 られ るよ う にな る姿 を明 確化 し た「 幼 児期 の終 わり ま でに 育っ てほ しい 姿 」が
示さ れて いま す 。  

 ○  国 にお い ては、「幼 保小 の 架け 橋プ ログ ラム 」の推 進な どの 取組 が進 め られ てい
ます。また 、幼 稚園 、保育 所、認 定 こど も 園に おい ては 、要 領・指針 の趣 旨 を踏 ま
えた 教育 の実 現 に向 けて 着実 な実 践 が積 み重 ねら れて き てい ます 。  

 ○  幼 児 期 が 生 涯 に わ た る 人 格 形 成 の 基 礎 を 培 う 重 要 な 時 期 で あ る こ と や 、 ０ 歳 か
ら 18 歳 の子 供 の発 達 や学 びが 連続 し てい るこ とを 踏ま え、家 庭や 地域 の状 況 にか
かわ らず 、全 て の子 供 が格 差な く質 の 高い 学び を享 受で き 、そ の 後の 学び へと 接 続
でき るよ う、 就 学前 教育 の充 実を 図 るこ とが 必要 です 。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  乳 幼児 期 から の子 供の 教育 支 援を 地域 に定 着さ せ る取 組等 を推 進し ま す。  
 ○  乳 幼 児 期 の 発 達 や 学 び の 連 続 性 を 踏 ま え た 教 育 内 容 や 方 法 を 具 体 的 に 示 し た

「就 学前 教育 カ リキ ュラ ム改 訂版 」等指 導 資料 の普 及啓 発 を図 り、区市 町村 や 学校
法人 等と 連携 し 、幼 稚 園、保育 施設 及 び認 定 こど も園 にお け る質 の高 い就 学前 教 育
を推 進し ます 。  

 ○  都 内 の ３ 歳 か ら ５ 歳 ま で の 就 学 前 児 童 の 約 ４ 割 が 幼 稚 園 に 就 園 し 、 う ち 私 立 幼
稚 園 に 在 園 す る 園 児 の 割 合 は 約 ９ 割 を 占 め て い ま す 。 建 学 の 精 神 に 基 づ く 様 々 な
特 色 あ る 教 育 活 動 を 行 っ て お り 、 量 ・ 質 と も に 重 要 な 役 割 を 担 う 私 立 幼 稚 園 に 対
し、教育 条件 の 維持 向 上等 を目 的と し た支 援を はじ め、預 かり 保 育に 対す る支 援 、
保護 者の 経済 的 負担 の軽 減を 目的 と した 支援 を行 いま す 。  

 

 
1 幼 稚 園 、 保 育 施 設 及 び 認 定 こ ど も 園 に お け る 小 学 校 就 学 前 の 子 供 に 対 す る 教 育 。 本 計 画 に お い て は 、 乳 幼 児 期
に お け る 家 庭 教 育 を 包 含  
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 〇  全 ての 乳 幼児 の「 伸び る・育 つ（す くす く）」と「 好奇 心・探究心（ わく わく ）」
を 応 援 す る 幼 保 共 通 の プ ロ グ ラ ム 「 と う き ょ う  す く わ く プ ロ グ ラ ム 」 に 基 づ き 、
各 園 の 環 境 や 強 み を 活 か し な が ら 、 各 園 が 設 定 す る テ ー マ に 沿 っ て 、 乳 幼 児 の 興
味・ 関心 に応 じ た探 究活 動を 実践 す る幼 稚園 ・保 育所 等 を支 援し ます 。  

 ○  幼 児が 生 き る 力 2の基 礎 を 身に 付 け 、小 学 校 入学 後 の 学 習や 集 団 生活 に 適 応 でき
るよ う、「 就学 前教 育 カリ キュ ラム 改 訂版 」及び「 就 学前 教育 プロ グラ ム」の活 用
を促 進す ると と もに 、保 育者 や 小学 校教 員を 対象 とし た 研修 会等 を開 催す る など、
区 市 町 村 や 学 校 法 人 等 と 連 携 し て 就 学 前 教 育 と 小 学 校 教 育 と の 円 滑 な 接 続 を 図 っ
てい きま す。  

 ○  ま た、就 学前 教 育と 小学 校教 育 との 円滑 な接 続を 図 るた めに 、そ の重 要 性に つ い
て、協 議会 等を 通し て保 育・教 育関 係者 に広 く啓 発す る とと もに 、東京 都教 育委 員
会が 作成 した 指 導資 料の 活用 を促 進 しま す。  

 
■就 学前 教育 の イメ ージ 図  

 
  

 
2 変 化 の 激 し い こ れ か ら の 社 会 を 生 き る 子 供 た ち に 身 に 付 け さ せ た い 、「 確 か な 学 力 」、「 豊 か な 人 間 性 」、「 健 康
と 体 力 」 の ３ つ の 要 素 か ら な る 力  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

88   
小 学 校 との連 続 性 を踏 まえた
就 学 前 教 育 の充 実  

教 育 庁  

 幼 稚 園 、保 育 所 、認 定 こども園 等 と小 学 校 との円 滑 な
接 続 を図 るための具 体 的 な連 携 の方 策 を明 らかにした「 就
学 前 教 育 プログラム」 や、乳 幼 児 期 から就 学 期 までの発 達
や学 びの連 続 性 を踏 まえた教 育 内 容 や方 法 を具 体 的 に示
した「 就 学 前 教 育 カリキュラム改 訂 版 」 等 、都 教 育 委 員 会
が作 成 した指 導 資 料 の普 及 ・ 啓 発 を図 る。このことにより、
幼 稚 園 、保 育 所 等 の就 学 前 施 設 における質 の高 い就 学
前 教 育 及 び小 学 校 教 育 との円 滑 な接 続 を推 進 する。 

89   
乳 幼 児 期 からの子 供 の教 育 支
援 プロジェクト 

教 育 庁  

 子 供 の発 達 に関 する科 学 的 知 見 を踏 まえ、乳 幼 児 期 か
らの子 供 の教 育 の重 要 性 をすべての保 護 者 に伝 えるととも
に、乳 幼 児 期 からの子 供 の教 育 支 援 の取 組 を地 域 に定 着
させる取 組 を実 施 する。 

90   子 供 の読 書 活 動 の推 進  教 育 庁  

 児 童 ・ 生 徒 の成 長 段 階 に合 わせた読 書 活 動 推 進 のため
の取 組 及 び読 書 活 動 の基 盤 づくりのための取 組 等 を行 う。
また、関 係 機 関 と連 携 し、公 立 学 校 のほか、私 立 学 校 や
児 童 福 祉 施 設 への情 報 提 供 も進 めていく。 
○乳 幼 児 が読 書 を好 きになり、身 近 に感 じることができるよ
う、絵 本 の読 み聞 かせの充 実 や保 護 者 等 への乳 幼 児 期 の
読 書 の重 要 性 についての啓 発  
○小 ・ 中 学 生 が目 的 をもって読 書 を行 い、他 人 に伝 えること
ができるよう、朝 読 書 の実 施 方 法 の工 夫 や異 年 齢 ・ 異 校
種 間 での読 み聞 かせによる交 流 等 を進 めるための区 市 町 村
への支 援  
○高 校 生 等 が課 題 解 決 のために読 書 等 が主 体 的 にできる
よう、各 教 科 の授 業 における調 べ学 習 等 の指 導 の推 進 や、
読 書 の幅 を広 げ読 解 力 を向 上 させるための多 様 なジャンル
のおすすめ本 の紹 介 等  
○障 害 のある児 童 ・ 生 徒 が読 書 に親 しむことができるよう、
読 み聞 かせ等 の工 夫 や IT 機 器 活 用 等 の指 導 、多 様 な指
導 事 例 の紹 介 等  
○読 書 環 境 の充 実 のための学 校 図 書 館 のリニューアル事 例
の紹 介 や人 材 育 成 の支 援 等  
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

91   私 立 幼 稚 園 等 への助 成  生 活 文 化 局  

○私 立 幼 稚 園 経 常 費 補 助 ・ 私 立 幼 稚 園 教 育 振 興 事 業
費 補 助  
 私 立 幼 稚 園 の教 育 条 件 の維 持 向 上 、在 学 する園 児 に
係 る修 学 上 の経 済 的 負 担 の軽 減 及 び私 立 幼 稚 園 の経
営 の健 全 性 を高 めるため、その経 費 の一 部 を補 助 する。あ
わせて、地 域 の様 々なニーズに応 じた私 立 幼 稚 園 の取 組 を
促 進 する。 
○私 立 幼 稚 園 等 施 設 型 給 付 費 負 担 金  
 新 制 度 の施 行 に伴 い創 設 された施 設 型 給 付 の一 部 を
負 担 し、幼 児 期 の学 校 教 育 や保 育 等 の量 の拡 充 、質 の
向 上 の推 進 を図 る。 
○私 立 幼 稚 園 等 特 色 教 育 等 推 進 補 助  
 新 制 度 に移 行 する私 立 幼 稚 園 等 に対 し、特 色 ある幼 児
教 育 の推 進 を図 るため、各 園 の取 組 に応 じて補 助 する。 

92   
私 立 幼 稚 園 等 における預 かり
保 育 の充 実  

生 活 文 化 局  

○私 立 幼 稚 園 預 かり保 育 推 進 補 助  
 私 立 幼 稚 園 における預 かり保 育 の拡 充 を推 進 するため、
預 かり保 育 を実 施 する私 立 幼 稚 園 に対 して、その経 費 の一
部 を補 助 する。 
 
○私 立 幼 稚 園 等 一 時 預 かり事 業 費 補 助  
 新 制 度 の施 行 に伴 い創 設 された一 時 預 かり事 業 （ 幼
稚 園 型 ） を行 う区 市 町 村 に対 し、その経 費 の一 部 を補 助
することにより、地 域 の実 情 に応 じた子 育 て支 援 の充 実 を図
る。 
 また、就 労 家 庭 の教 育 ニーズに対 応 するため、預 かり保 育
の長 時 間 、通 年 化 、小 規 模 保 育 施 設 との連 携 による卒 園
児 受 入 れ、２ 歳 児 の定 期 利 用 に取 り組 む私 立 幼 稚 園 を
「 TOKYO 子 育 て応 援 幼 稚 園 」 として都 が独 自 に支 援 を行
う。 

93   
私 立 幼 稚 園 等 に通 う園 児 の
保 護 者 への支 援  

生 活 文 化 局  

○私 立 幼 稚 園 等 園 児 保 護 者 負 担 軽 減 事 業 費 補 助  
 幼 稚 園 教 育 の振 興 と充 実 に資 するため、私 立 幼 稚 園 に
在 籍 する園 児 の保 護 者 に対 して、区 市 町 村 が行 う保 護 者
負 担 軽 減 事 業 の経 費 の一 部 を補 助 する。 
〇私 立 幼 稚 園 等 施 設 等 利 用 費 負 担 金  
 幼 児 教 育 ・ 保 育 の無 償 化 の実 施 に伴 い創 設 された施
設 等 利 用 給 付 の一 部 を負 担 し、急 速 な少 子 化 の進 行 並
びに幼 児 期 の教 育 及 び保 育 の重 要 性 に鑑 み、総 合 的 な
少 子 化 対 策 を推 進 する一 環 として、子 育 てを行 う家 庭 の
経 済 的 負 担 の軽 減 を図 る。 

94   
公 立 幼 稚 園 における預 かり保
育 の充 実  

教 育 庁  

 新 制 度 の施 行 に伴 い創 設 された一 時 預 かり事 業 （ 幼
稚 園 型 ） を行 う区 市 町 村 に対 し、その経 費 の一 部 を補 助
することにより、地 域 の実 情 に応 じた子 育 て支 援 の充 実 を図
る。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

95   
とうきょう すくわくプログラム推 進
事 業  

子 供 政 策 連
携 室  

 全 ての乳 幼 児 の「 伸 びる・ 育 つ（ すくすく） 」 と「 好 奇
心 ・ 探 究 心 （ わくわく） 」 を応 援 する幼 保 共 通 のプログラム
「 とうきょう すくわくプログラム」 に基 づき、各 園 の環 境 や強 み
を活 かしながら、各 園 が設 定 するテーマに沿 って、乳 幼 児 の
興 味 ・ 関 心 に応 じた探 究 活 動 を実 践 する幼 稚 園 ・ 保 育 所
等 を支 援 する。 

再 掲    
多 様 な他 者 との関 わりの機 会
の創 出  

福 祉 局  №131 参 照  
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【３ 保育サービスの充実】 

＜現状と課題＞ 

（質 の高 い保 育 の確 保・ 充実 ）  
 ○  都 は 、こ れ ま でも 、保育 の実 施 主 体で ある 区市 町 村に よる 、認可 保育 所 、認 証保

育所 、認定 こど も園 、家庭 的保 育な ど 、地 域の 実情 に応 じ た多 様な 保育 サー ビ スの
整備 を支 援し て きま した 。  

 ○  認 証保 育 所は 、平 成 13 年 度 の制 度 創設 以降 、都 の 保育 施策 の重 要な 柱 の一 つと
し て 、 認 可 保 育 所 が 対 応 し 切 れ な い 大 都 市 特 有 の 多 様 な ニ ー ズ に 柔 軟 に 対 応 し て
いま す。保育 サ ービ ス や地 域の 子育 て 支援 の充 実に 一層 貢 献し てい くよ う、引 き続
き支 援し てい く 必要 があ りま す。  

 ○  平 成 30 年度 か らは 、待機 児童 の保 護者 、育児 休業 満了 者、夜 間帯 保育 を必 要と
す る 保 護 者 が ベ ビ ー シ ッ タ ー を 利 用 す る 場 合 の 利 用 料 の 一 部 の 補 助 を 開 始 し 、 そ
の後 、一 時預 か りの 支 援な ど対 象の 拡 大を 図る とと もに 、ベビ ー シッ ター を安 心 し
て利 用で きる よ う、 保育 の質 向上 に 取り 組む 事業 者を 支 援し てい ます 。  

 ○  引 き続 き 保育 ニー ズに 的確 に 対応 し、待機 児童 解 消を 維 持し てい くた め に、都 内
全域 の動 向を 踏 まえ ると とも に、局 地的 な 人口 流入 等、地 域に お ける 保育 ニー ズ の
変化 にも きめ 細 かく 対応 して いく 必 要が あり ます 。  

 ○  区 市 町 村 や 事 業 者 が 地 域 の 実 情 に 応 じ て 保 育 サ ー ビ ス の 向 上 に 取 り 組 め る よ う 、
支援 する こと が 必要 です 。  

 ○  子 供 の 育 ち を 支 え る た め に 、 豊 か な 遊 び と 体 験 の 機 会 を 提 供 し て い く こ と は 大
切で す。  

 ○  保 育 人 材 の 資 質 向 上 の た め 研 修 の 受 講 を 促 進 す る と と も に 、 保 育 人 材 が 自 ら の
専門 性を より 発 揮で きる 環境 を整 備 する こと が必 要で す 。  

 ○  区 市町 村 との 連携 によ る適 切 な指 導監 督、第三 者 評価 の 受審 の促 進の ほ か、事 故
防 止 の 徹 底 や 事 故 が 発 生 し た 場 合 の 着 実 な 再 発 防 止 の 取 組 を 行 っ て い く こ と が 必
要で す。  

 
（全 ての 子供 の 育ち の支 援）  
 ○  多 様な 子 供や 大人 との 関わ り は、子 供の 育ち にと っ て重 要で す。令和 ５ 年度 か ら

は、乳幼 児期 か ら多 様 な他 者と の関 わ りを 持ち 、子 供が 健 やか に 成長 でき るよ う 、
就 労 等 の 有 無 に か か わ ら ず 、 幼 稚 園 や 保 育 所 等 で 子 供 を 定 期 的 に 預 か る 取 組 を 開
始し てい ます 。  

   な お 、国 に お いて も 、令 和８ 年 度 より 、月一 定時 間 ま での 利用 可能 枠 の中 で 、就
労要 件を 問わ ず、幼 稚園・保育 所 等を 利 用で きる「 乳 児等 の ため の支 援給 付」（ こ
ども 誰で も通 園 制度 ）を 創設 する こ とと して いま す。  
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 ○  ラ イフ ス タイ ルや 就労 形態 の 多様 化、特に 配慮 を 要す る 子供 が増 加す る 中、実 施
主体 であ る区 市 町村 が、延 長保 育や 夜間 保育 、病児 保育 、障害 のあ る児 童や 医 療的
ケア が必 要な 児 童（ 以下、「医 療的 ケア 児 」とい う。）の対 応 な ど、ニ ーズ に 応じ た
き め 細 か い 保 育 の 提 供 や 子 供 の 育 ち の 支 援 が 行 え る よ う 、 支 援 し て い く 必 要 が あ
りま す。  

 ○  保 育所 は 、地 域 の保 護者 等に 対 して 、保育 所保 育の 専 門性 を生 かし た子 育 て支 援
を積 極的 に行 う よう 務め る必 要が あ りま す。  

 
（保 育人 材の 確 保・ 定着 ）  
 ○  よ り良 い 保育 サー ビス を提 供 する 上で 、保 育人 材 の確 保は 極め て重 要 です 。  
 ○  登 録 簿 記 載 者 数 は 増 加 し て い ま す が 、 資 格 を 有 し て い て も 保 育 以 外 の 分 野 に 就

業 し て い る 方 や 退 職 し て 働 い て い な い 方 も 多 く 、 こ う し た 潜 在 保 育 士 の 活 用 も 課
題と なっ てい ま す。  

 ○  都 内保 育 士の 有効 求人 倍率 は 3.41 と、全 国 平均 2.42 を 上回 って おり 、保 育人 材
が需 要に 対し て 十分 では あり ませ ん 。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  こ れ ま で の 取 組 に よ り 待 機 児 童 が ほ ぼ 解 消 し た こ と を 踏 ま え 、 待 機 児 童 対 策 を
中心 とし た「量 の 拡 大 」か ら、「 保育 の質 の向 上」、保育 の必 要 性の 有無 にか か わら
ない 「子 育ち の 支援 」に 重点 をお い て施 策を 推進 して い きま す。  

 
（質 の高 い保 育 の確 保・ 充実 ）  
 ○  子 供の よ り良 い育 ちに 資す る ため 、質 の 高い 保育 の確 保・充 実を 図る ため 、地域

の実 情に 応じ て 保育 サー ビス 向上 に 取り 組む 区市 町村 や 事業 者を 支援 しま す 。  
 〇  全 ての 乳 幼児 の「 伸び る・育 つ（す くす く）」と「 好奇 心・探究心（ わく わく ）」

を 応 援 す る 幼 保 共 通 の プ ロ グ ラ ム 「 と う き ょ う  す く わ く プ ロ グ ラ ム 」 に 基 づ き 、
各 園 の 環 境 や 強 み を 活 か し な が ら 、 各 園 が 設 定 す る テ ー マ に 沿 っ て 、 乳 幼 児 の 興
味・ 関心 に応 じ た探 究活 動を 実践 す る幼 稚園 ・保 育所 等 を支 援し ます 。（ 再掲 ）  

 ○  子 供 を 主 体 と し た 保 育 等 の 実 践 や 不 適 切 保 育 防 止 に 係 る 保 育 者 向 け 研 修 等 に よ
り 保 育 所 等 に お け る 子 供 を 中 心 と し た 保 育 実 践 の 普 及 促 進 を 図 り 、 保 育 の 質 の 向
上及 び保 育の 充 実に つな げま す。  

 ○  保 育の 質 の向 上を 図る ため 、事務 職 員や 保育 補助 者 の配 置支 援に よっ て 、施 設 長
や保 育士 が本 来 の役 割に 注力 でき る 環境 を整 備し ます 。  

 ○  第 三 者 評 価 の 受 審 促 進 、 区 市 町 村 と 連 携 し た 効 果 的 な 指 導 監 督 を 行 い ま す 。 ま
た、保護 者支 援 や配 慮 が必 要な 子供 へ の保 育力 の強 化な ど 、保 育 従事 者の 資質 の 向
上に 必要 な研 修 を受 講で きる 環境 を 整え ます 。  

 



114 
 

 ○  子 供の 健 康及 び安 全の 確保 の ため 、子 供 の健 康支 援 、食 育の 推進 、施設 にお ける
環 境 及 び 衛 生 並 び に 安 全 管 理 、 災 害 へ の 備 え な ど 保 育 所 保 育 指 針 で 示 さ れ て い る
内容 を踏 まえ な がら 、散歩 等の 園外 活 動や バス 送迎 も含 め 、事 故 防止 及び 事故 発 生
時 の 迅 速 か つ 適 切 な 対 応 が 図 ら れ る よ う 、 区 市 町 村 と 連 携 し な が ら 取 り 組 ん で い
きま す。  

 ○  ま た、引 き続 き 保育 ニー ズに 的 確に 対応 し待 機児 童 解消 を維 持し てい く ため 、地
域 の 実 情 に 応 じ た 様 々 な 保 育 サ ー ビ ス の 提 供 や 、 認 可 保 育 所 や 認 証 保 育 所 の 空 き
定 員 を 活 用 し て 、 保 育 ニ ー ズ の 変 化 に 応 じ た 受 け 皿 を 確 保 す る 取 組 を 支 援 し て い
きま す。  

 
（全 ての 子供 の 育ち の支 援）  
 ○  望 む人 誰 もが 、安心 して 子供 を 産み 育て るこ とが で きる 社会 の実 現に 向 け、保 育

料の 無償 化を 図 りま す。  
 ○  特 に支 援 を要 する 子供 が増 加 する 中、こ れま での 病児 保育 、障害 児 、ア レル ギー

児 な ど へ の 支 援 に 加 え 、 医 療 的 ケ ア 児 の 受 入 体 制 の 整 備 や 外 国 に つ な が る 子 供 へ
の 対 応 な ど 、 ニ ー ズ に 応 じ た 多 様 な 保 育 サ ー ビ ス を 提 供 す る 区 市 町 村 や 事 業 者 を
支援 して いき ま す。  

 ○  ラ イフ ス タイ ルや 就労 形態 が 柔軟 化・多様 化す る 中、夜 間保 育や 休日 保 育な どを
行う 区市 町村 や 事業 者を 支援 して い きま す。  

 ○  病 児 保 育 施 設 の 設 置 を 促 進 す る と と も に 、 ベ ビ ー シ ッ タ ー に よ る 病 児 保 育 を 受
けら れる よう 、急な 依頼 にも 対応 可 能な 体制 の確 保等 に 取り 組む 事業 者を 支 援し、
取組 の評 価・ 検 証を 通じ て事 業内 容 の充 実を 目指 しま す 。  

 ○  他 者と の関 わ りの 中で 、非 認知 能 力の 向 上な ど、子供 の 健や か な成 長が 図ら れ る
よう 、保 護者 の 就労 等 の有 無に かか わ らず 、保育 所等 で児 童 を定 期的 に預 かる 取 組
を推 進し ます 。併せ て、支 援が 必要 な家 庭を 新た なサ ー ビス につ なぎ 、継続 的に 支
援し ます 。  

 ○  医 療 的 ケ ア 等 に よ り 保 育 所 等 を 利 用 す る こ と が で き な い 児 童 に 対 し 、 保 護 者 の
就 労 等 の 有 無 に か か わ ら ず 、 居 宅 等 で 保 育 し 、 保 護 者 以 外 の 他 者 と の 関 わ り の 中
で、 非認 知能 力 の向 上な ど子 供の 健 やか な成 長を 図り ま す。  

 ○  保 育 所 等 で 地 域 の 子 育 て 家 庭 を 対 象 と し た 育 児 相 談 な ど を 行 う こ と に よ り 、 在
宅子 育て 家庭 の 孤立 防止 や育 児不 安 軽減 につ なげ る取 組 を支 援し てい きま す 。  

 〇  全 ての 乳 幼児 の「 伸び る・育 つ（す くす く）」と「 好奇 心・探究心（ わく わく ）」
を 応 援 す る 幼 保 共 通 の プ ロ グ ラ ム 「 と う き ょ う  す く わ く プ ロ グ ラ ム 」 に 基 づ き 、
各 園 の 環 境 や 強 み を 活 か し な が ら 、 各 園 が 設 定 す る テ ー マ に 沿 っ て 、 乳 幼 児 の 興
味・ 関心 に応 じ た探 究活 動を 実践 す る幼 稚園 ・保 育所 等 を支 援し ます 。（ 再掲 ）  
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（保 育人 材の 確 保・ 定着 ）  
 ○  資 格取 得 や就 職・定着 を支 援 する た め、保育 士資 格 取得 に 要す る費 用を 補 助す る

とと もに 、就 職 支援 と 就職 後の フォ ロ ーや 就職 相談 会、宿 舎借 り 上げ 支援 など を 実
施し ます 。  

 ○  職 場 へ の 定 着 が 一 層 図 ら れ る よ う 、 メ ン タ ル ヘ ル ス に 関 す る 研 修 の 取 組 を 支 援
しま す。  

 ○  認 可 外 保 育 施 設 に 対 す る 研 修 の 実 施 や 、 区 市 町 村 等 が 行 う 研 修 に 係 る 経 費 を 補
助し ます 。  

 ○  職 責 等 に 応 じ た 処 遇 を 実 現 す る キ ャ リ ア パ ス 導 入 に 取 り 組 む 事 業 者 を 支 援 す る
とと もに 、保 育 士等 キャ リア アッ プ 研修 の実 施を 支援 し ます 。  

 ○  事 務 職 員 や 保 育 補 助 者 の 配 置 支 援 に よ っ て 、 施 設 長 や 保 育 士 が 本 来 の 役 割 に 注
力で きる 環境 を 整備 しま す。（再 掲）  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

96   

保 育 サービスの充 実 （ 認 可 保
育 所 、認 証 保 育 所 、認 定 こど
も園 、家 庭 的 保 育 事 業 、小
規 模 保 育 事 業 、居 宅 訪 問 型
保 育 事 業 、事 業 所 内 保 育 事
業 、企 業 主 導 型 保 育 事 業 、
定 期 利 用 保 育 ）  

福 祉 局  

 地 域 の実 情 に応 じ、認 可 保 育 所 、認 証 保 育 所 、認 定 こ
ども園 など、多 様 な保 育 サービスを提 供 する区 市 町 村 を支
援 する。 
○認 可 保 育 所  
 保 育 を必 要 とする就 学 前 児 童 に対 する保 育 を行 う、児
童 福 祉 法 に定 める児 童 福 祉 施 設  
○認 証 保 育 所  
 東 京 の保 育 ニーズに対 応 するため、大 都 市 の特 性 に着 目
した都 独 自 の基 準 により設 置 ・ 運 営 する保 育 施 設  
○認 定 こども園  
 就 学 前 の子 供 を、保 護 者 の就 労 の有 無 に関 わらず受 け
入 れ、幼 児 教 育 と保 育 の一 体 的 提 供 と地 域 における子 育
て支 援 を行 う施 設  
○家 庭 的 保 育 事 業  
 家 庭 的 保 育 者 がその居 宅 等 において、利 用 定 員 ５ 人
以 下 で保 育 を行 う事 業  
○小 規 模 保 育 事 業  
 定 員 が６ 人 以 上 １ ９ 人 以 下 の少 人 数 で保 育 を行 う事
業  
○居 宅 訪 問 型 保 育 事 業  
 家 庭 的 保 育 者 が、乳 児 または幼 児 の居 宅 において保 育
を行 う事 業  
○事 業 所 内 保 育 事 業  
 事 業 主 が、従 業 員 及 び地 域 の児 童 のために保 育 を行 う
事 業  
○企 業 主 導 型 保 育 事 業  
 国 の助 成 を受 けて、企 業 が主 として従 業 員 のために保 育
を行 う事 業 （ 地 域 の児 童 も受 け入 れ可 能 ）  
○定 期 利 用 保 育  
 パートタイム勤 務 や育 児 短 時 間 勤 務 等 、保 護 者 の就 労
形 態 の多 様 化 に対 応 し、保 育 所 等 において児 童 を一 定 程
度 継 続 的 に保 育 するサービス 

97   子 育 て推 進 交 付 金  福 祉 局  
 子 育 て支 援 の主 体 である市 町 村 が地 域 の実 情 に応 じて
創 意 工 夫 により施 策 を展 開 できるよう、すべての子 どもと子
育 て家 庭 を対 象 とした支 援 を充 実 。 

98   
＜ 保 育 サービスの充 実 ＞ 認 可
保 育 所  

福 祉 局  
 賃 貸 物 件 による保 育 所 等 を設 置 するために要 する開 設
前 の建 物 賃 借 料 の一 部 を補 助 するなどにより、保 育 所 の
設 置 を支 援 する。 

99   
＜ 保 育 サービスの充 実 ＞ 認 証
保 育 所  

福 祉 局  

 大 都 市 特 性 に合 わせた都 独 自 の基 準 を満 たし、都 が認
証 した認 可 外 保 育 施 設 に対 して、運 営 費 、修 繕 費 及 び開
設 準 備 に係 る経 費 の一 部 を補 助 することにより、区 市 町 村
による認 証 保 育 所 の設 置 促 進 の取 組 を支 援 する。 



117 
 

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

100   
＜ 保 育 サービスの充 実 ＞ 認 定
こども園  

生 活 文 化 局  
福 祉 局  

 開 設 準 備 に係 る経 費 の一 部 を補 助 することにより、区 市
町 村 による認 定 こども園 の設 置 促 進 の取 組 を支 援 する。 

101   
＜ 保 育 サービスの充 実 ＞ 定 期
利 用 保 育 事 業  

福 祉 局  
 認 可 保 育 所 に加 え、認 証 保 育 所 や家 庭 的 保 育 事 業
等 を活 用 し、パートタイム労 働 者 等 にも利 用 しやすい定 期 利
用 保 育 の取 組 を支 援 する。 

102   
＜ 保 育 サービスの充 実 ＞ 家 庭
的 保 育 事 業  

福 祉 局  
 区 市 町 村 が行 う都 独 自 の家 庭 的 保 育 事 業 等 に係 る経
費 の一 部 を補 助 することにより、区 市 町 村 による家 庭 的 保
育 事 業 を活 用 した保 育 サービス充 実 の取 組 を支 援 する。 

103   
＜ 保 育 サービスの充 実 ＞ 小 規
模 保 育 事 業  

福 祉 局  
 開 設 準 備 に係 る経 費 の一 部 を補 助 することにより、区 市
町 村 による小 規 模 保 育 事 業 を活 用 した保 育 サービス充 実
の取 組 を支 援 する。 

104   
＜ 保 育 サービスの充 実 ＞ 居 宅
訪 問 型 保 育 事 業  

福 祉 局  
 地 域 型 保 育 事 業 の一 つである居 宅 訪 問 型 保 育 事 業 を
活 用 して待 機 児 童 対 策 に取 り組 む区 市 町 村 を支 援 する。 

105   
＜ 保 育 サービスの充 実 ＞ 企 業
主 導 型 保 育 事 業  

福 祉 局  

○企 業 主 導 型 保 育 の地 域 枠 の確 保 ・ 拡 大 を図 るため、地
域 枠 分 について、保 育 士 等 の処 遇 改 善 に向 けた取 組 を支
援 する。 
〇既 存 の企 業 主 導 型 保 育 施 設 の地 域 枠 の活 用 や利 用
促 進 に取 り組 む区 市 町 村 を支 援 する。 

106   ベビーシッター利 用 支 援 事 業  福 祉 局  

 保 育 所 等 を利 用 できない保 護 者 、夜 間 や一 時 的 に保
育 を必 要 とする保 護 者 等 がベビーシッターを利 用 する場 合 の
利 用 料 の一 部 を補 助 するとともに、保 育 の質 向 上 に取 り組
む事 業 者 を支 援 する。また、学 齢 児 の長 時 間 預 かりや障 害
児 、ひとり親 世 帯 等 のニーズに対 応 する。 

107   
保 育 所 等 利 用 世 帯 負 担 軽
減 事 業  

福 祉 局  
 認 可 保 育 所 等 の保 育 料 （ 利 用 者 負 担 分 ） について、
無 償 化 を図 る区 市 町 村 を支 援 する。 

108   
認 可 外 保 育 施 設 利 用 支 援
事 業  

福 祉 局  

 認 証 保 育 所 の保 育 料 の上 限 額 を基 準 として、認 証 保
育 所 ・ 認 可 外 保 育 施 設 の保 育 料 （ 利 用 者 負 担 分 ） に
ついて、無 償 化 を図 る区 市 町 村 に対 し経 費 の一 部 を補 助
する。 

109   緊 急 １ 歳 児 等 受 入 事 業  福 祉 局  
 認 可 保 育 所 の空 き定 員 や余 裕 スペース等 を活 用 して、
１ 歳 児 等 を緊 急 的 に受 け入 れる区 市 町 村 を支 援 する。 

110   
認 証 保 育 所 １ 歳 児 等 受 入
促 進 事 業  

福 祉 局  
 認 証 保 育 所 の空 き定 員 や余 裕 スペースを活 用 し、１ 歳
児 等 の受 け入 れを促 進 する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

111   
待 機 児 童 解 消 区 市 町 村 支
援 事 業  

福 祉 局  

 保 育 所 等 の整 備 費 に係 る区 市 町 村 や事 業 者 の負 担 を
軽 減 するとともに、建 築 資 材 等 の高 騰 に対 応 するため、国
の整 備 費 補 助 の補 助 基 準 額 に「 高 騰 加 算 」 を上 乗 せし、
待 機 児 童 解 消 （ 解 消 状 態 の維 持 ） 及 び保 育 サービスの
充 実 に向 けた区 市 町 村 の取 組 を支 援 する。 

112   保 育 環 境 改 善 等 事 業  福 祉 局  
 駅 前 等 の利 便 性 の高 い場 所 にある既 存 の建 物 を活 用 し
た保 育 所 等 の設 置 や障 害 児 を受 け入 れるための改 修 等 を
行 う区 市 町 村 を支 援 する。 

113   保 育 所 等 用 地 確 保 の支 援  福 祉 局  

 都 有 地 の減 額 貸 付 や、定 期 借 地 権 設 定 に際 して授 受
される一 時 金 への補 助 、国 有 地 や民 有 地 を借 り受 ける場
合 の土 地 借 料 補 助 などにより、保 育 所 等 の整 備 を促 進 す
る。 
○定 期 借 地 権 利 用 による認 可 保 育 所 等 整 備 促 進 事 業  
 定 期 借 地 権 設 定 時 に必 要 な一 時 金 の一 部 を補 助 し、
認 可 保 育 所 等 の設 置 促 進 を図 る区 市 町 村 を支 援 する。 
○借 地 を活 用 した認 可 保 育 所 等 設 置 支 援 事 業  
 国 有 地 又 は民 有 地 を借 り受 けて整 備 を行 う事 業 者 に対
して、借 地 料 の一 部 を補 助 し、認 可 保 育 所 等 の設 置 促 進
を図 る区 市 町 村 を支 援 する。都 内 の地 価 高 騰 に対 応 する
ため、借 地 料 補 助 の上 限 額 及 び都 の負 担 割 合 を引 き上
げ、区 市 町 村 と事 業 者 の負 担 を軽 減 する。 

114   民 有 地 マッチング事 業  福 祉 局  
 民 有 地 や空 き家 等 を活 用 した認 可 保 育 所 や小 規 模 保
育 等 の整 備 を進 めるため、不 動 産 事 業 者 等 と連 携 して物
件 確 保 に取 り組 む区 市 町 村 を支 援 する。 

115   とうきょう保 育 ほうれんそう 福 祉 局  

 都 有 地 を活 用 した保 育 所 の整 備 を推 進 するため、民 間
保 育 事 業 者 等 からの都 有 地 に関 する照 会 や提 案 などを受
け付 け、関 係 部 局 及 び区 市 町 村 に情 報 提 供 する。 
＊ ほうれんそう： 「 方 法 のアドバイス（ ほう） 」 、「 連 携 （ れ
ん） 」 、「 相 談 （ そう） 」 の頭 文 字 をとったもの。 

116   
民 有 地 を活 用 した保 育 所 等
整 備 促 進 税 制  

主 税 局  

 民 有 地 を活 用 した保 育 所 等 の整 備 促 進 を税 制 面 から
支 援 するため、23 区 内 において、保 育 所 等 として使 用 する
ために有 料 で貸 し付 けられた土 地 のうち、一 定 の要 件 を満 た
すものについて、固 定 資 産 税 及 び都 市 計 画 税 を減 免 する。
（ 令 和 ９ 年 ４ 月 １ 日 まで）  

117   認 証 保 育 所 に対 する減 免  主 税 局  

 認 証 保 育 所 の設 置 を税 制 面 から支 援 し、児 童 福 祉 の
増 進 を図 るため、その事 業 者 等 に課 する不 動 産 取 得 税 、
固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税 （ 23 区 内 ） 及 び事 業 所 税
（ 23 区 内 ） を減 免 する。 

118   夜 間 帯 保 育 事 業  福 祉 局  
深 夜 帯 の保 育 や 24 時 間 保 育 に取 り組 む認 証 保 育 所 を
支 援 することで、都 民 が安 心 して利 用 できる夜 間 帯 （ 22
時 から翌 ７ 時 まで） 及 び休 日 の保 育 を提 供 する。 

119   夜 間 保 育 事 業  福 祉 局  
 保 護 者 の就 労 等 の事 情 により、夜 間 （ おおよそ午 後 10
時 まで） のニーズに対 応 するため、夜 間 保 育 に取 り組 む区
市 町 村 を支 援 する。 
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120   延 長 保 育 事 業  福 祉 局  
 保 護 者 の就 労 の多 様 化 、長 い通 勤 時 間 等 に伴 う保 育
ニーズに対 応 するため、11 時 間 の開 所 時 間 の前 後 において
延 長 保 育 を行 う区 市 町 村 を支 援 する。 

121   休 日 保 育 事 業  福 祉 局  
 保 護 者 の就 労 形 態 の多 様 化 により、日 曜 日 、国 民 の祝
日 等 のニーズに対 応 するため、休 日 保 育 に取 り組 む区 市 町
村 を支 援 する。 

122   東 京 都 病 児 保 育 推 進 事 業  福 祉 局  

〇病 児 保 育 事 業 費 補 助  
 病 中 又 は病 気 の回 復 期 の児 童 を、保 育 所 ・ 医 療 機 関
等 に付 設 された専 用 スペース等 において保 育 及 び看 護 ケア
を行 う区 市 町 村 を支 援 する。 
〇病 児 ・ 病 後 児 保 育 の設 置 等 の促 進  
 病 児 ・ 病 後 児 保 育 の経 営 の安 定 性 確 保 や新 規 参 入 を
後 押 しするとともに、保 育 中 の体 調 不 良 児 について在 籍 す
る保 育 所 等 で看 護 師 等 が一 時 的 に預 かる取 組 を推 進 する
ため、実 施 計 画 を定 めた区 市 町 村 に対 して、都 独 自 に支
援 を行 う。 
〇ベビーシッターを利 用 した病 児 保 育 に係 る検 証 事 業  
 保 護 者 が安 心 してベビーシッターによる病 児 保 育 を受 けら
れるよう、都 が主 体 となり、区 市 町 村 と連 携 しながら、急 な
依 頼 にも対 応 可 能 な体 制 の確 保 やベビーシッターの処 遇 改
善 等 に取 り組 む事 業 者 を支 援 するとともに、認 定 事 業 者 の
取 組 の評 価 ・ 検 証 を通 じて事 業 内 容 の充 実 を目 指 す。 

123   医 療 的 ケア児 への支 援  福 祉 局  
 医 療 的 ケア児 を受 け入 れる保 育 所 等 への看 護 師 の派 遣
や、医 療 的 ケアを行 う看 護 師 、保 健 師 、又 は助 産 師 を保
育 所 等 に配 置 する区 市 町 村 を支 援 する。 

124   
送 迎 保 育 ステーション事 業 ＜
子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業 ＞  

福 祉 局  
 自 宅 から遠 距 離 にある保 育 所 でも通 えるよう、保 護 者 に
とって利 便 性 のよい保 育 所 等 に送 迎 ステーションを設 置 し、
バス等 により児 童 の送 迎 を行 う区 市 町 村 を支 援 する。 

125   
都 庁 内 に地 域 に開 放 した保 育
施 設 の設 置  

総 務 局  

 民 間 事 業 者 等 に対 して、地 域 に開 放 した事 業 所 内 保
育 施 設 の設 置 を一 層 促 進 するため、平 成 28 年 度 に都 自
らがシンボル的 な事 業 として、都 内 でも最 大 級 の事 業 所 で
ある都 庁 内 に保 育 施 設 を設 置 する（ 平 成 28 年 10 月 設
置 済 み） 。 
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126   保 育 の質 の確 保  福 祉 局  

○保 育 所 等 における保 育 の提 供 体 制 や事 故 防 止 対 策 等
について、事 業 者 から運 営 状 況 等 の報 告 を求 めるとともに、
区 市 町 村 と連 携 した効 果 的 な指 導 監 督 を行 うことにより、
適 正 な施 設 運 営 及 びサービスの質 の確 保 を図 る。 
○質 を確 保 するため、各 施 設 及 び事 業 における自 己 評 価
や第 三 者 評 価 の実 施 を促 していく。 
○区 市 町 村 による保 育 従 事 職 員 に対 する研 修 受 講 促 進
の取 組 を支 援 していく。 
○認 証 保 育 所 の質 の確 保 ・ 向 上 を図 るため、新 設 の事 業
者 等 に対 して、保 育 士 等 の専 門 職 を活 用 した運 営 指 導 を
行 う。また、認 証 保 育 所 の施 設 長 及 び中 堅 保 育 士 を対 象
とした研 修 や、家 庭 的 保 育 者 研 修 、認 可 外 保 育 施 設 に
従 事 する職 員 を対 象 としたテーマ別 研 修 を実 施 。  
○認 可 外 保 育 施 設 における事 故 防 止 、安 全 対 策 の強 化
のため、施 設 の巡 回 指 導 等 を行 う。 
○保 育 所 、認 定 こども園 等 における保 育 中 の死 亡 事 故 等
の重 大 事 故 を防 止 するため、睡 眠 中 等 の重 大 事 故 が発 生
しやすい場 面 や各 基 準 の遵 守 状 況 等 に関 する巡 回 支 援 ・
指 導 を行 う区 市 町 村 を支 援 する。 
○認 証 保 育 所 へ移 行 する認 可 外 保 育 施 設 に対 して、運
営 費 や改 修 費 の一 部 を補 助 することにより、認 可 外 保 育
施 設 の保 育 の質 を確 保 するとともに、区 市 町 村 による受 け
皿 の整 備 を支 援 する。 

127   
保 育 サービス推 進 事 業 及 び保
育 力 強 化 事 業  

福 祉 局  

 アレルギー児 対 応 や育 児 困 難 家 庭 への支 援 などの特 別
保 育 や、障 害 児 保 育 、地 域 子 育 て支 援 など、地 域 の実 情
に応 じて保 育 サービスの向 上 に取 り組 む区 市 町 村 を支 援 す
る。 

128   保 育 体 制 強 化 事 業  福 祉 局  

 地 域 住 民 や子 育 て経 験 者 などの地 域 の多 様 な人 材
（ 保 育 支 援 者 ） を、保 育 に係 る周 辺 業 務 や園 外 活 動 時
における見 守 り活 動 に活 用 し、保 育 士 の負 担 を軽 減 するこ
とによって、保 育 の体 制 を強 化 し、保 育 士 の就 業 継 続 及 び
離 職 防 止 を図 り、保 育 士 が働 きやすい職 場 環 境 を整 備 す
る。 
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129   
保 育 人 材 の確 保 及 び定 着 支
援  

福 祉 局  

○保 育 士 有 資 格 者 に対 する就 職 支 援 研 修 及 び就 職 相
談 会 の一 体 的 な実 施 や、キャリアカウンセリングの実 施 、保
育 人 材 コーディネーターによる就 職 支 援 及 び就 職 後 のフォロー
アップを行 うことにより、保 育 人 材 の確 保 ・ 定 着 を図 る。 
○社 会 保 険 労 務 士 による対 面 ・ 双 方 向 での講 座 を開 講
し、保 育 事 業 者 から挙 げられた課 題 を踏 まえ、課 題 解 決 の
糸 口 を見 出 し、職 場 環 境 の整 備 を進 め、定 着 支 援 を図
る。 
○保 育 に特 化 した常 設 のプラットフォーム開 設 し、保 育 の魅
力 やそのやりがい等 について情 報 を発 信 する。 
○保 育 所 等 に勤 務 する保 育 従 事 者 が保 育 士 資 格 を取 得
する際 に要 する経 費 の一 部 を支 援 することにより、保 育 士 の
確 保 を図 る。 
○指 定 保 育 士 養 成 施 設 に在 学 し、保 育 士 資 格 の取 得 を
目 指 す学 生 に対 して修 学 資 金 を貸 し付 けることで、保 育 士
の養 成 ・ 確 保 を図 る。 
○保 育 事 業 者 等 が保 育 従 事 者 向 けの宿 舎 を借 り上 げる
際 に要 する経 費 の一 部 を補 助 することにより、保 育 人 材 の
確 保 及 び定 着 を図 る。 
○保 育 従 事 者 の職 責 に応 じた処 遇 を実 現 するキャリアパス
導 入 に取 り組 む事 業 者 を支 援 し、保 育 人 材 の確 保 及 び
定 着 を図 る。 
○保 育 士 を目 指 す高 校 生 に対 して、保 育 施 設 での職 場 体
験 を行 い、保 育 士 の仕 事 への理 解 ・ 興 味 を深 め、将 来 の
保 育 人 材 の確 保 を図 る。 
○保 育 人 材 を確 保 するため、保 育 人 材 の確 保 ・ 定 着 を図
る区 市 町 村 の取 組 を支 援 する。 
○保 育 士 養 成 施 設 が行 う、卒 業 予 定 者 向 け就 職 説 明
会 や OB との交 流 会 等 の取 組 を支 援 することにより、新 卒
者 の保 育 施 設 等 への就 職 を促 進 する。 
○保 育 所 等 の職 員 に対 し、臨 床 心 理 士 等 による相 談 ・ 助
言 等 を行 い、保 育 従 事 職 員 等 の定 着 を図 る区 市 町 村 を
支 援 する。 
○認 可 保 育 所 において、保 育 士 資 格 を有 しない者 を保 育
に係 る周 辺 業 務 に活 用 することで保 育 士 の負 担 を軽 減 し、
保 育 士 の定 着 を図 る区 市 町 村 を支 援 する。 
○認 可 保 育 所 等 において、保 育 士 資 格 を有 しない短 時 間
勤 務 の保 育 補 助 者 を雇 い上 げることで保 育 士 の負 担 を軽
減 し、保 育 士 の定 着 を図 る区 市 町 村 を支 援 する。 
○書 類 作 成 等 の業 務 を支 援 するシステムを導 入 するなど、
認 可 保 育 所 等 におけるＩ Ｃ Ｔ 化 を推 進 することで保 育 士
の負 担 を軽 減 し、保 育 士 の定 着 を図 る区 市 町 村 を支 援 す
る。 

130   
保 育 士 等 キャリアアップ研 修 支
援 事 業  

福 祉 局  
 技 能 ・ 経 験 を積 んだ職 員 に対 する国 の新 たな処 遇 改 善
加 算 の要 件 となっている専 門 分 野 別 研 修 等 を実 施 する指
定 研 修 実 施 機 関 を支 援 する。 
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131   
多 様 な他 者 との関 わりの機 会
の創 出  

福 祉 局  

 他 者 との関 わりの中 で、非 認 知 能 力 の向 上 など、子 供 の
健 やかな成 長 が図 られるよう、保 護 者 の就 労 等 の有 無 にか
かわらず、保 育 所 等 で児 童 を定 期 的 に預 かる取 組 を推 進
する。 
 併 せて、支 援 が必 要 な家 庭 を新 たなサービスにつなぎ、継
続 的 に支 援 する。 

132 ◆ 
医 療 的 ケア児 等 の育 ちの支 援
事 業  

福 祉 局  

 医 療 的 ケア等 により保 育 所 等 を利 用 することができない
児 童 に対 し、保 護 者 の就 労 等 の有 無 にかかわらず、居 宅 等
で保 育 し、保 護 者 以 外 の他 者 との関 わりの中 で、非 認 知
能 力 の向 上 など子 供 の健 やかな成 長 を図 る。 

133   
保 育 所 等 における地 域 の子 育
て支 援 事 業  

福 祉 局  

 保 育 所 等 に地 域 の子 育 て家 庭 を対 象 とした育 児 相 談
の場 を設 け、保 育 の専 門 性 を活 かした子 育 て支 援 を実 施
するなど、在 宅 子 育 て家 庭 の育 児 不 安 の軽 減 に取 り組 む
区 市 町 村 を支 援 する。 

134   
子 供 主 体 の保 育 に係 る保 育
者 向 け研 修 事 業  

福 祉 局  

 子 供 主 体 の保 育 に係 る保 育 者 向 け研 修 を実 施 する区
市 町 村 を支 援 することにより、保 育 所 等 における子 供 を中
心 とした保 育 実 践 の普 及 促 進 を図 り、保 育 の質 向 上 及 び
保 育 の充 実 につなげる。 

135   
保 育 所 等 における要 支 援 児 童
等 対 応 推 進 事 業  

福 祉 局  

 保 育 所 等 において、保 育 士 等 が有 する専 門 性 を活 かした
保 護 者 の状 況 に応 じた相 談 支 援 などの業 務 を行 う地 域 連
携 推 進 員 の配 置 を促 進 し、保 育 所 等 における要 支 援 児
童 等 の対 応 や関 係 機 関 との連 携 の強 化 、運 営 の円 滑 化
を図 る。 

136 ◆ 
虐 待 等 の不 適 切 な保 育 に関
する相 談 対 応 事 業  

福 祉 局  
 認 証 保 育 所 ・ 認 可 外 保 育 施 設 における不 適 切 な保 育
に関 する相 談 窓 口 の設 置 等 により、虐 待 等 の不 適 切 な保
育 に関 する相 談 対 応 に係 る体 制 を強 化 する。 

137 ◆ 
認 証 保 育 所 等 における地 域 の
子 育 て支 援 への対 応 強 化 事
業  

福 祉 局  
 認 証 保 育 所 等 が、空 きスペース等 を活 用 し、地 域 の子 育
て支 援 等 に資 する取 組 を着 実 に行 えるよう支 援 する。 

138 ◆ 
認 証 保 育 所 障 害 児 受 入 促
進 事 業  

福 祉 局  
 障 害 児 の受 入 状 況 等 に応 じて必 要 な職 員 を配 置 し、障
害 児 の受 入 れを促 進 することにより、認 証 保 育 所 における
障 害 児 保 育 の推 進 を図 る。 

139 ◆ 
保 育 所 等 の業 務 負 担 軽 減 支
援 事 業 ＜ 子 供 家 庭 支 援 区
市 町 村 包 括 補 助 事 業 ＞  

福 祉 局  
 認 可 保 育 所 等 において、ICT を活 用 した会 計 業 務 を行 う
職 員 を配 置 することにより、施 設 長 等 の業 務 負 担 を軽 減 し
保 育 の質 の向 上 を図 る区 市 町 村 を支 援 する。 

再 掲    

子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業  
（ 先 駆 的 事 業 ・ 選 択 事 業 ・
一 般 事 業 ）   

福 祉 局  №１ 参 照  

再 掲    子 育 て支 援 員 研 修  福 祉 局  №81 参 照  

再 掲   
とうきょう すくわくプログラム推 進
事 業  

子 供 政 策 連
携 室  

№95 参 照  
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＜目標を掲げている取組＞ 

番 号  事 業 名  所 管 局  
目 標 値 （ 年 度 の記 載 ないものは、 

令 和 11 年 度 末 までの目 標 ）  
令 和 5 年 度 実 績  

119   夜 間 保 育 事 業  福 祉 局  
62 区 市 町 村 で、地 域 の実 情 に応 じ
た実 施 体 制 の整 備  

延 長 保 育 事 業
（ 午 後 9 時 までの
開 所 ）  9 区 市  
夜 間 保 育 所  2
区  
計 9 区 市 （ 7 区 2
市 ） （ 上 記 のいず
れか 又 は両 方 を 実
施 ）  

120   延 長 保 育 事 業  福 祉 局  
62 区 市 町 村 で、地 域 の実 情 に応 じ
た実 施 体 制 の整 備  

51 区 市 町  
（ 23 区 26 市 2
町 ）  

121   休 日 保 育 事 業  福 祉 局  
62 区 市 町 村 で、地 域 の実 情 に応 じ
た実 施 体 制 の整 備  

28 区 市  
（ 14 区 14 市 ）  

122   東 京 都 病 児 保 育 推 進 事 業  福 祉 局  242 か所  170 か所  

123  医 療 的 ケア児 への支 援  福 祉 局  
62 区 市 町 村 で、地 域 の実 情 に応 じ
た実 施 体 制 の整 備  

44 自 治 体  
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【４ 認定こども園の充実】 

＜現状と課題＞ 

 ○  保 育 所 は 保 護 者 の 就 労 等 の 事 情 に よ り 家 庭 で 養 育 で き な い 子 を 保 育 す る 施 設 、
幼稚 園は 満 3 歳 以 上 の就 学前 の子 に 対し 教育 を行 う施 設 とし て、 その 位置 付 けが
区 別 さ れ て き た と こ ろ 、 保 護 者 の 就 労 の 有 無 で 利 用 す る 施 設 が 限 定 さ れ て し ま う
こ と や 、 子 育 て に つ い て 不 安 を 感 じ て い る 保 護 者 へ の 支 援 が 不 足 し て い る こ と な
ど の 問 題 か ら 、 既 存 の 保 育 所 と 幼 稚 園 の 枠 組 み を 超 え た 新 た な 仕 組 み が 求 め ら れ
てい まし た。  

 ○  こ うし た 課題 に対 応す るた め 、平 成 18 年 に「就 学前 の 子ど もに 関す る 教育 、保
育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 認 定 こ ど も 園 法 ）」 が 成 立 ・ 施 行 さ れ 、
認定 こど も園 制 度が 始ま りま した 。平 成 24 年 8 月 に は認 定こ ども 園法 の改 正（平
成 27 年 4 月施 行） によ り、「学 校及 び児 童福 祉施 設と し ての 法的 位置 付け を 持つ
単一 の施 設」 と して の新 たな 幼保 連 携型 認定 こど も園 が 創設 され まし た。  

 ○  認 定こ ど も園 の特 徴と して 、幼児 教育・保育 の一 体的 提供 と 、地 域に おけ る子 育
て支 援機 能が あ りま す。一つ の 施設 が幼 稚園 機能 と保 育 所機 能を 有し てい る ため、
保護 者の 就労 状 況が 変化 して も 、引 き続 き同 一施 設の 利 用が 可能 です 。また 、全て
の子 育て 家庭 を 対象 に、育 児相 談や 、一時 預か りな ど 、子 育て 支援 を実 施し て いま
す。  

 ○  認 定こ ど も園 には 以下 の４ つ の類 型が あり ます 。  
 
  ● 幼保 連 携型  
   幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 と し て の 認 可 を 受 け 、 学 校 及 び 児 童 福 祉 施 設 と し て の

法的 位置 付け を 持つ 施設 。学 校教 育・保 育 及び 家庭 にお け る子 育て 支援 を一 体 的に
提供 する 。  

  ● 幼稚 園 型  
   認 可幼 稚 園が 、保育 を必 要と す る子 供の 保育 時間 を 確保 する など 、保 育 所的 な 機

能を 備え て認 定 こど も園 とし ての 機 能を 果た す類 型  
  ● 保育 所 型  
   認 可保 育 所が 、保育 を必 要と す る子 供以 外も 受け 入 れる など 、幼 稚園 的 な機 能 を

備え て認 定こ ど も園 とし ての 機能 を 果た す類 型  
  ● 地方 裁 量型  
   幼 稚園・保育 所い ずれ の認 可 もな い地 域の 教育・保育 施設 が 、認 定こ ども 園と し

て必 要な 機能 を 果た す類 型  
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■認 定こ ども 園 の類 型  
 

 
 

＜取組の方向性＞ 

 〇  区 市 町 村 に お け る 設 置 計 画 を 基 本 と し た 目 標 設 置 数 を 設 定 し 、 区 市 町 村 が 地 域
の実 情に 応じ て 認定 こど も園 を設 置 する 取組 を支 援し ま す。  

 ○  国 の 補 助 制 度 に 加 え て 、 国 の 補 助 制 度 の 対 象 に な ら な い 地 方 裁 量 型 認 定 こ ど も
園等 につ いて も 、都 独自 に施 設整 備 費補 助を 実施 しま す 。  

 ○  事 業者 が 認定 こど も園 への 移 行を 希望 する 場合 に は、意 向を 踏ま えつ つ 、地 域 の
実情 に応 じ、 基 準を 満た して いれ ば 原則 認可 ・認 定し ま す。  

 
 ＜ 区市 町村 に おけ る設 置計 画を 基 本と した 目標 設置 数 （各 年４ 月１ 日） ＞  
 

 令和 ７年  令和 ８年  
幼保 連携 型  ６２ か所  ６８ か所  
幼稚 園型  ８０ か所  ８１ か所  
保育 所型  ６０ か所  ６１ か所  

地方 裁量 型  ８か 所  ８か 所  
合計  ２１ ０か 所  ２１ ８か 所  
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 ○  幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 幼 稚 園 教 諭 免 許 と 保 育 士 資 格 を 併 有 す る 保 育 教 諭
が教 育・保育 を提 供 しま す。そこ で、「 幼 稚園 教諭 免許 や 保育 士資 格の 取得 特 例制
度」を活 用し た 資格 取 得を 支援 する 区 市町 村へ の補 助の 実 施な どに より 、保 育 教諭
の確 保等 を図 っ てい きま す。  

 ○  質 の高 い 幼児 教育・保 育を 提 供す る ため 、幼 稚園 教 諭と 保 育士 が共 に学 ぶ 講座 や
研 修 等 の 機 会 を 、 区 市 町 村 や 教 育 ・ 保 育 施 設 の 設 置 者 等 と 連 携 し な が ら 推 進 し ま
す。  

 

＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

140   認 定 こども園 の設 置 支 援  
生 活 文 化 局  
福 祉 局  

 開 設 準 備 に係 る経 費 の一 部 を補 助 することにより、区 市
町 村 による認 定 こども園 の設 置 促 進 の取 組 を支 援 する。 
 幼 稚 園 又 は保 育 所 が認 定 こども園 への移 行 を希 望 する
場 合 には、供 給 が需 要 を上 回 る場 合 にも、認 可 ・ 認 定 基
準 を満 たす限 り、原 則 として認 可 ・ 認 定 する。 

141   保 育 教 諭 の確 保  
生 活 文 化 局  
福 祉 局  

 保 育 教 諭 とは、幼 稚 園 教 諭 免 許 と保 育 士 資 格 の両 免
許 ・ 資 格 併 有 者 が、幼 保 連 携 型 認 定 こども園 に雇 用
（ 任 用 ） されることに伴 う任 用 職 種 である。幼 稚 園 教 諭
免 許 、保 育 士 資 格 の取 得 を支 援 する区 市 町 村 に対 し、そ
の費 用 の一 部 を補 助 する取 組 などにより、保 育 教 諭 の確
保 を図 る。 
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コラム：「魅力ある保育」ホームページ 

 

■「魅力ある保育」ＨＰについて 

 ○ 「魅力ある保育」は、保育に関わる・興味のあ

る全ての方々に向けて、保育士の仕事の魅力や

東京都のサポート制度などをわかりやすくお届

けする、保育の魅力がぎゅっと詰まったプラッ

トフォームです。 

 ○ 「魅力ある保育」で発信している動画や記事の 

一部を紹介します。 

  ・動画で分かる！保育士になるためには 

  ・保育士の 1 日がまるっとわかる！保育園の日常動画 

  ・「保育士の専門性」に関する記事・動画 

  ・保育にかかわる相談窓口や支援事業も紹介 

 

■「保育士の専門性」に関する記事・動画について 

 〇 保育士という職業の魅力を潜在保育士等に伝えるためには「子供が可愛い」、「保育

士は楽しい」など、保育士の仕事の導入的・表層的な魅力発信に留まらず、子供を育

む専門職として、『一生をかけて取り組む価値のある（奥深い）職業』であるとの理

解を広めることが必要と考え、アカデミックな視点から、保育の「専門性」を解説す

る記事及び動画を作成し、発信することとしました。 

○ ＨＰでは、保育士の皆さんが日々の保育の中で感じている「保育士の専門性」を映

し出す事例や実際の場面をもとに、興味深い記事や動画をお届けしています。 

 ○ 保育士がどのように子供たち一人ひとりに寄り添い、その成長を支えるのか、各保

育所へのインタビューを通して深く掘り下げました。 

 ○ 是非、保育士のプロフェッショナルな姿や、子供たちとの温かな関わりを、記事や

動画を通じてご覧ください。 

 

 

『第 24 回 子供の「やってみたい」を尊重する』から掲載記事の一部を紹介します。 

 

雨上がりのグランドで遊ぶ子供の姿 

 

  こちらの園は大学のキャンパス内に設置されています。毎日、年齢に応じて広いキャ

ンパス内のどこに行くかを子供たちと相談して出かける保育が展開されています。構内

には広いグランドもあります。 

 

 

こちらのＱ Ｒコードから 

「 魅 力ある保育 」 のＨ Ｐ  

をご覧 いただけます。 

 



128 
 

  雨上がりの午前、4 歳児、5 歳児が出

かけたのはグランドです。子供たちは思

い思いの場所に広がっていき、それぞれ

の遊びが始まりました。グランドの中に

大きな水たまりができていて、それを覗

き込んでいた子供たちから、「うえ(空)に

は、虹がないのに、水たまりの中には虹

が見えるよ！」と声があがりました。こ

の大発見に夢中になる子供たち。次には「これは浮くと思う？沈むと思う？」と、石や葉

っぱを水溜りに入れ、水の中で浮くのか沈むのか試し始めました。「いちょうの葉っぱは

浮くよ！」「こっちはどうかな」と試しは続きました。 

 

  次第にダイナミックな遊びになり、木々を持ってきて釣りをする人がいると、そこに

魚になりきって動き出す人がやってきました。水たまりの中に入って、気持ちよさも感

じながら、楽しむ子供たちでした。 

 

  大きな水たまりとの出会いをきっか

けとして、美しさを感じながら探究し

たり、イメージの遊びを楽しんだりし

ていく子供たちです。それぞれの湧き

出る思いが重なって遊びが展開されて

いきます。保育士は、そのような子供

たちの動きをとらえながら、一緒に驚

いたり喜んだり、見守ったりしながら、遊びを支えています。 

 

  広いグランドでボール遊びをする子供たち。思い切りけったボールがグランドの片

隅にある木の枝に引っかかってしまいました。そのボールを落とそうと、4 歳、５歳の

子供たちが別のボールを投げたりしています。なかなかボールは落ちてきません。少

し離れて、引っかかったボールの位置を確認するのは 5 歳児。「あーダメか、落ちない

ね」「あと少しかな」と見ながら、子供たちの気持ちが一体になってボールを落とすこ

とに挑む姿がありました。誰が決めるということでもなく自然に順番に、挑んでいま

す。近くを通りがかった担任保育士は眼差しを送りながらも、子供たち同士でなんと

かしようとしている様子にたくましさを感じながら、あえて声はかけずに見守ってい

ます。 

 

  子供たちは、置かれた環境、出来事を「やってみたい遊び」とつなげて、体で感じな

がら遊びこんでいます。保育士は、子供たちに眼差しを送り、子供のやりたい気持ちに

寄り添いながら保育を行っているのです。 


